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 ≪            28日のインターバンク市場動向 ≫
　午前8時発表の準備預金先残高見込は86兆4,000億円。朝方の無担Ｏ/Ｎ
は、信託・地銀業態から0.07％台前半、大手行からは0.06％台前半での
調達希望。出合いの中心は0.07％。一巡後は調達レートが低下し、0.06～
0.065％での出合いが散見される程度であった。ターム物に関しては、大
手行が1Ｗ物0.117％、2Ｗ物0.118％で調達を行った。

 ≪            28日のオープン市場動向 ≫
　現先Ｓ/Ｎは低位安定。短国市場は、閑散とした状況の中、１Ｍ0.050
％、3Ｍ0.051％で少額の出合いが見られた。ＣＰ市場は償還総額1,500
億円程度に対し、電機・鉄鋼・石油業態から大型発行案件が見られたこと
で、発行総額は3,600億円程度と大幅な発行超過となった。発行レートは
総じて小幅上昇。本日はＣＰ等買入オペがオファー額4,000億円で実施さ
れた。市場での売却ニーズが強い銘柄が採用されたことや、入替ニーズも
見られたことから、平均落札利回0.091％　按分落札利回0.087％と前回
比で小幅上昇の結果となった。

 ≪            29日の材料 ≫
 *米国ＦＯＭＣ(2日目)

金融商品のお取引には価格変動等によるリスクがあります。金融商品のお取引には手数料等をご負担頂くものがあります。
金融商品取引法に基づきお渡しする書面や目論見書をよくお読みください。

セントラル短資株式会社　登録金融機関　関東財務局長（登金）第526号　日本証券業協会加入

米ドル資金供給(固定金利方式)　　1/30～2/6　(7日間)　応札なし　貸付利率　0.580%
流動性供給  応札 1兆3,804億円 　2.992億円  1/30  按分利回較差 ▲0.013%  按分 73.5760%  平均利回較差 ▲0.014%
交付税特会  1兆500億円  2/5～8/7   応札 3兆37億円 　落札 1兆500億円  0.101%  按分 86.9207%  平均 0.101%

「このレポートは、参考資料としてのみ作成しております。売買に関する最終判断はお客様ご自身でなされますようお願い申し上げます。」


